
戦後、産官学民の強力なパートナーシップにより、
ばいじんによる大気汚染を乗り越えてきた山口県宇部市。
地域が一体となって取り組む“宇部方式”のノウハウを生かし、

中国貴州省安順市を支援している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

ガ
ラ
ガ
ラ
と
音
を
立
て
な
が
ら
、
ク
レ
ー

ン
で
運
ば
れ
て
い
く
大
量
の
ご
み
。
こ
こ
、

宇
部
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
１
日
約

30
ト
ン
の
ご
み
が
パ
ッ
カ
ー
車
で
集
め
ら
れ

て
く
る
と
い
う
。

　
「
回
収
し
た
ご
み
は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」

　
「
主
に
再
資
源
化
し
て
い
ま
す
が
、
で
き

な
い
も
の
は
埋
め
立
て
た
り
、
燃
や
せ
る
も

の
は
焼
却
し
た
り
と
、
適
切
な
方
法
で
分
別

処
理
し
ま
す
」

　

幾
重
に
も
重
な
る
ご
み
の
山
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
見
な
が
ら
、
熱
心
に
質
問
を
投
げ
掛
け

て
い
る
の
は
、
中
国
貴
州
省
安
順
市
か
ら
来

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
員
た
ち
。
自
治
体
の
職

員
と
し
て
環
境
対
策

に
携
わ
る
彼
ら
は
、

10
月
中
旬
、〝
宇
部
方

式
〞
で
有
名
な
山
口

県
宇
部
市
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
た
め
に
来

日
し
た
。

　
「
市
が
集
め
る
だ
け

で
な
く
、
市
民
も
直

接
資
源
ご
み
を
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
は
い
い
。

こ
の
よ
う
な
施
設
を

見
学
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
環
境
に
対
す

る
意
識
も
高
ま
り
ま

す
ね
」

　

瀬
戸
内
海
の
西
端
、

周
防
灘
に
面
し
た
山
口
県
宇
部
市
。
街
中
を

見
回
す
と
、
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
た
街
路

樹
や
色
鮮
や
か
な
花
だ
ん
、
個
性
豊
か
な
彫

刻
が
目
に
付
く
。〝
緑
と
花
と
彫
刻
の
ま
ち
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
る
同
市
は
、
半
世
紀
以

上
に
わ
た
り
、
日
本
国
内
で
も
先
立
っ
て
環

境
保
護
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
こ
の
美
し
い
町
は
、
そ
の
昔
、〝
世

界
一
灰
の
降
る
街
〞
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
豊
富
な
石
炭
資
源
の
恩

恵
を
受
け
、
順
調
に
復
興
を
遂
げ
た
同
市
。

だ
が
、
そ
の
負
の
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
た
の

が
、〝
ば
い
じ
ん
〞
に
よ
る
公
害
だ
っ
た
。「
地

元
の
産
業
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
石
炭

使
用
量
は
増
え
る
。
空
に
は
常
に
ば
い
じ
ん

が
舞
っ
て
い
て
、
洗
濯
物
が
真
っ
黒
に
な
る

ほ
ど
だ
っ
た
」
と
、
宇
部
市
市
民
環
境
部
環

境
政
策
課
の
藤
永
義
昭
課
長
は
話
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
自
分
た
ち
の
街
が
汚
染

さ
れ
て
し
ま
う―

。
そ
こ
で
１
９
４
９
年
、

自
治
体
が
か
じ
を
取
り
「
宇
部
市
降
ば
い
対

策
委
員
会
」（
51
年
「
宇
部
市
ば
い
じ
ん
対

策
委
員
会
」
に
改
称
）
を
設
立
。「
こ
れ
は

地
域
全
体
の
問
題
。
産
官
学
民
が
一
体
と
な

っ
て
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」。
こ
れ
が

〝
宇
部
方
式
〞
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

宇
部
方
式
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
〝
情

報
公
開
〞。
山
口
大
学
や
専
門
家
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
定
期
的
に
市
内
の
環
境
汚
染

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
。
包
み
隠
す
こ

と
な
く
、
す
べ
て
を
市
民
に
向
け
て
公
開

し
た
。
大
切
な
の
は
、
地
域
の
人
々
が
問

題
を
〝
認
識
〞
し
〝
行
動
〞
す
る
こ
と
。
産

官
学
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
公
害
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
宇
部
の
街
は
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
、
97
年
に
は
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
）の「
グ
ロ
ー
バ
ル
５
０
０
賞
」を
受
賞
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
宇
部
の
経
験
を
環
境

問
題
に
苦
し
む
開
発
途
上
国
に
還
元
し
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
98
年
に
は
、
市
内
の
企
業
関
係
者
や

Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り「
宇
部
環
境
国
際
協
力
協
会
」

を
設
立
。
環
境
分
野
の
国
際
協
力
を
推
進
し

て
い
る
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
２
０
０
２
〜

04
年
度
の
J
I
C
A
個
別
研
修
「
環
境
保
全

コ
ー
ス
」。
さ
ら
に
05
〜
07
年
度
に
は
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て

「
環
境
保
全
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
」
を

実
施
。
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
山
東
省
威
海

市
の
環
境
保
護
局
職
員
な
ど
を
招
き
、
地
元

企
業
の
視
察
な
ど
を
通
じ
て
〝
宇
部
方
式
〞

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
て
き
た
。

　

さ
ら
に
09
年
度
か
ら
は
、
貴
州
省
安
順
市

に
対
し
て
新
た
な
草
の
根
技
術
協
力
事
業

「
安
順
市
に
お
け
る
環
境
保
全
管
理
研
修
」

を
開
始
し
た
。
貴
州
省
は
中
国
で
最
も
貧
し

い
地
域
の
一
つ
。
そ
の
中
で
も
、
安
順
市
は

近
年
急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
が
、

同
時
に
環
境
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

宇
部
環
境
国
際
協
力
協
会
理
事
長
の
浮
田
正

夫
山
口
大
学
名
誉
教
授
は
「
安
順
市
は
石
炭

産
業
が
盛
ん
で
、
宇
部
市
と
産
業
構
造
が
似

て
い
る
点
が
あ
る
。
宇
部
方
式
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
れ
ば
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る

は
ず
だ
」
と
話
す
。

　

こ
の
日
、
海
岸
沿
い
の
東
見
初
埋
立
地
を

訪
れ
た
貴
州
省
環
境
保
護
庁
の
孫
好
之
さ
ん

は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
の
難
し
い
産
業
廃
棄
物

を
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た
埋
立
地
の
材
料
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
活
動
と
環
境

保
護
が
両
立
で
き
る
ん
で
す
ね
」
と
強
い
関

心
を
示
し
て
い
た
。
安
順
市
環
境
保
護
局
の

張
静
曄
さ
ん
も
「
産
官
学
民
連
携
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
、
普
及
で
き
て
い
な

い
。
地
域
の
人
が
協
働
で
取
り
組
め
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
き
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　
「
産
官
学
民
の
信
頼
関
係
は
、
宇
部
市
が

長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
。

安
順
市
で
も
自
分
た
ち
に
合
っ
た
〝
宇
部
方

式
〞
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
、
宇
部
環
境

国
際
協
力
協
会
の
丹
羽
孝
純
事
務
局
長
は
期

待
す
る
。

　

産
官
学
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
ま

ち
づ
く
り
。
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
は
ぐ
く

ま
れ
た
〝
宇
部
方
式
〞
の
理
念
と
精
神
が
、

海
を
越
え
て
、途
上
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

産
官
学
民
の
連
携
で

公
害
被
害
か
ら
脱
却

市
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
途
上
国
へ
還
元

面積287.7平方キロ、人口17万
5,000人。山口県西部の周防灘に
面し、温暖な気候に恵まれている。大
手総合化学メーカー宇部興産株式
会社の本拠地でもあり、沿岸部を中
心に同社の工場が立ち並ぶ。戦後
の公害被害を、産官学民による“宇
部方式”により克服。その功績が認
められ1997年に国連環境計画の
「グローバル500賞」を受賞してい
る。環境分野の国際協力も盛ん。

山口県宇部市

18“ 宇 部 方 式“宇部方式 ”で  地 域 の 環 境地域の環境 を守ろう

市内の企業の産業廃棄物は、
その多くが東見初埋立地に集
められている

宇部市リサイクルプラザでごみ
の再資源化のプロセスを学ぶ

宇部興産株式会社の宇部セメント工場。ごみ
焼却灰、下水汚泥などのリサイクルについて
学んだ

市内の下水処理施設「東部浄化センター」を視察する研修員たち。「市民に快適な暮らしを提供するために下水処理は必要不可
欠です」と同センターの岡昌宏さん（中央）

1950年代に“灰の降る街”と称され
た宇部市は、産官学民の連携による
対策を講じ、きれいな空を取り戻した

2000年代 1950年代

山口県

宇部市

ひ
が
し
み
ぞ
め

［ 山　口　県 ］

宇  部  市
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